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子どもの学習支援事業について 

健康福祉部 

福祉課 

子ども未来課 

 

１ 目的 

貧困の連鎖を断ち切るために、生活困窮世帯、生活保護受給世帯及びひとり親家庭の学

習面に問題のある子どもに対して、学習の場所、機会及び居場所を提供し、子どもの将来

的な自立及び生活の向上を図ることを目的としている。 

 

２ 支援の実施 

 

・自分のペースに合わせて勉強がしたい 

・わからないと言うのが恥ずかしい 

・学校教材を使って、予習や復習がしたい 

・わかるまで、丁寧に教えて欲しい 

・勉強以外の相談をしたい 

・学校に、居場所がない。 

・既に高校進学をあきらめた。 

・もはや、学校にも行けない 

 

・学習支援員による支援 

・ボランティアによるマンツーマンで

の学習指導 

・ひきこもり・不登校の生徒に対して

は、家庭訪問を実施 

・高校卒業までの一貫した支援 

  

○実施状況 コミュニティセンター「みずしろ」 毎週火曜日１８：３０～２０：３０ 

 

３ 平成３０年度の状況 

・生活困窮者自立支援制度に基づく学習支援事業 

    ９人（中学２年４人、中学３年１人 ※高校生４人） 

    ※平成３０年度から高校生を対象者に追加 

 

・ひとり親家庭を対象にした学習支援事業 

 １２人（中学１年３人、中学２年６人、中学３年３人） 

     ※平成３０年７月から 

 

・参考 平成２９年度の参加者 

１０人（中学１年４人、中学２年１人、中学３年５人） 

 

対象者のニーズ 


